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新規トリポーダル受容体型 CS 対称性三置換 1,3,5- トリアジン誘導体およびハイ
ブリッド型 C3 対称性 1,3,5- トリアジン誘導体の合成と抗ウイルス活性
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【目的】トリポーダル受容体型分子の分子認識能と生体機能分子の高い対称性に

着目し、C3 対称性構造を基盤に C3/Cs 対称性分子を設計し生物活性化合物の探索

を展開中である。すでに 1,3,5-トリアジン(TAZ)を基盤とした三置換 TAZ 誘導体中

に高い抗ウイルス活性(抗 HSV-1)の化合物(Aや Bなど)を見出した。1,2) 今回、こ

れらをリード化合物とした関連分子(4, 7, 8)を設計・合成し活性評価を検討する。 

【実験方法】TCTAZ (1)から、中間体(3または 5)を経て標的化合物(4または 7)
を合成した。中間体(3)からはトリス(2-アミノエチル)アミン(TAEA)との反応によ

りハイブリッド型 C3対称性標的化合物(8)の合成も併せて検討した。       

 
【結果・考察】中間体(3 または 5)からアルキルアミノ置換 TAZ 誘導体(4または

7)の合成はマイクロ波照射により簡便に達成できた。合成した種々のハイブリッ

ド型誘導体(8)の抗 HSV-1 活性についても報告する。 
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